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＜連絡事項＞

・川端Ｄｒの患者様について、Ｂユニットの患者様は４月より馬渡Ｄｒが診察を行っていく事となります。

＜患者様連絡事項＞

・豊巻　薫様～ＡＺ点眼液１本処方となっています。

・佐川　光俊様～頭痛時の予測指示が4/2まで継続となっています。

・斉藤　悦子様～ＳＷより御家族が悠湯の里へ入所申込みをしたとの情報あります。

＜川端Ｄｒ診察＞

・阿部　文香様～デパケンＲは同量で７日分処方となっています。

・山下　拓也様～レボトミンは継続処方となっています。引き続きふらつき等注意していきましょう。
・坂井田　八千代様～背部の掻痒感持続しており、発赤みられている為、ビーソフテンクリームを白く残るくらいに塗る様指示あります。

・藤澤　徹様～単独外出泊承諾書が届いています。3/22より外泊予定ですが、小田様の都合で出発時間を早めて欲しいとの希望あり、主治医より許可となっています。本日、電話連絡し時間を決める事としています。本人より、抗酒剤希望ありシアナマイド７日分処方となっています。

・若松　健一様～臨時薬は一部内容変更し７日分処方となっています。退院に向けた支援を早めにすすめる様にとのことです。

・坂本　福子様～日赤病院からの請求書がきており、お金をおろす為にスタッフ付添いで外出したいとの希望あります。主治医より許可となっており、病棟スタッフと日程を決める様にとの事です。その際によこまちでの買物希望あり、時間が長くならなければ行っても構わなとの事です。
・斉藤　悦子様～両手の痺れ感持続しているとの事で臨時薬にタスモリンが追加となり７日分処方となっています。
＜中野Ｄｒ診察＞

・大高　千枝子様～本人へ3/22松平病院へ転院となる事主治医より説明しています。自宅に帰りたいと話す事ありますが、興奮や強い拒否はなく了解しています。臨時薬は同内容で退院時処方含め７日分処方となっています。また、入れ歯の調子が悪いとの事で昼より粥へ食事変更となっています。
・山地　広人様～臨時薬は同内容で７日分処方となっています。
・武井　睦雄様～臨時薬は同内容で７日分処方となっています。

＜要注目患者様ケース検討＞

・坂本　福子様～私物発注を気にされ話し掛けの多さありますが、しつこさなく自ら切り上げる事出来ています。比較的落ち着いて過ごされ夜間も休む事出来ています。本日は、日赤病院への支払いを気にされている事ありますが介入にて落ち着かれています。引き続き、精神症状の変化や他者トラブル等に注意し関わっていきましょう。
・阿部　文香様～些細な事での話し掛けの多さありますが不機嫌さ、苛々の訴えなく経過し、夜間も休む事出来ています。本日も話し掛けの多さ目立ちますが、衝動行為は無く対面時も穏やかです。引き続き不機嫌さ苛々感の有無の観察を行い衝動行為のない様注意していきましょう。

・山地　広人様～依存的な発言目立ち介入要しています。準夜帯では落ち着き無く徘徊している事ありますが夜間は休む事出来ています。本日は表情の乏しさや動作緩慢さ続いていますが、声掛けにて日課行う事出来ています。引き続き、精神症状の変化に注意し、ＡＤＬ自立し行える様介入していきましょう。

＜症例検討会＞
本日、坂本　福子様、山地　広人様の症例検討会実施しています。
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入院年月日：H25年11月25日　　　　　　　　　当院1 回目

入院形態：任意入院

退院予定年月日：５月末頃　　　　　退院予定先：自宅

検討された支援内

容と今後の方針

・疾病教育の実施

　本人、弟様への実施状況（回数、内容、反応等）を確認し必要であれば追加で

　実施して行く

　息子様へも実施（薬物治療について中心的に）

　本人の状態がいいところを継続的に家族に見てもらい、状態が良くなっている事を

　理解してもらう。

・退院支援は遅延なく実施して行く

　次回の症例検討会は5/4に実施予定。（２週間前に川端Ｄｒへ実施の有無を確認）

　症例までに退院準備を整えて置く事

　症例には保健師も参加してもらう（ＳＷが調整）

・現在うつ状態は出現していないが十分に注意していく

・躁状態の徴候に注意して観察していく

★追加情報★

家族関係：息子様とは長い間一緒に住んでいない為関係性は希薄。本人は一緒に住みたいと話しているが

　　　　　息子様は拒否的。息子様は金銭を要求する事があるとの事。

　　　　　弟様は保護者であり治療に対する理解は良好。本人にはずっと入院していてほしいと思って

　　　　　いる。

躁状態の徴候：感情失禁、校長の軽さ、娘の話がでる、歌ったり踊ったりする、宗教的な話をする

　　　　　　　スキンケア用品などの要求が増える、家族への不満が増える

抽出された問題点

・退院後怠薬による精神症状悪化の可能性

・病識の欠如

・家族の関係性が悪い

報告書（症例検討会２回目）

チームメンバー

チームリーダー：阿部　大

三浦　真美・橘　セツ子・石岡　啓子・坂本　美寿々・小村　貴和

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成日　Ｈ２６年 ３月２０日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成者　久保　奈々美

　

基礎情報

氏名：坂本　福子  様　（女性：47歳）　病名：双極性感情障害
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検討された支援内

容と今後の方針



・疾病教育は理解度を確認し繰り返し実施。家族へは、両親と妹様が一緒の時に通院と

　服薬の必要性が理解出来る様に実施して行く。

・家族への暴力の有無を確認し、必要であれば薬剤調整を行っていく。

・外出は短い時間から徐々に始めていく。

・糖尿病に関しては現在治療の必要性はない。食べ過ぎなければカロリーの制限は

　しない。おやつも摂取問題なければ自己管理としていく。

・家族は施設入所や単身での生活を希望しているが、ある程度状態が落ち着いたら

　自宅への退院をすすめていく（入院期間の目安は３～６ヶ月）

・緑内障疑いとなっているが、眼科受診時に病名について確認していく。

　（薬剤選択に関係してくるため分かり次第Ｄｒへ報告）

・心理検査実施して行く

抽出された問題点

・本人、家族共に病識が乏しい

・幻聴による問題行動出現

・長期臥床による筋力の低下

・外出泊時に過食となる可能性（さくら入院中にあったとの情報あり）

・家族への暴力（過去にあったとの情報あり）

入院年月日：Ｈ26年2月14日　　当院1回目

報告書（症例検討会２回目）

チームメンバー

Bチーム:リーダー 阿部　大

三浦、橘、石岡、坂本、小村

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成日　Ｈ２６年 ３月 ２０日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成者　久保　奈々美

　

氏名：山地　広人　様　（女性：39歳）病名：統合失調症　

基礎情報

 合併症：糖尿病、緑内障、右尺骨神経麻痺、褥瘡(仙骨部)

入院形態：医療保護入院

退院予定年月日：未定　　　　退院予定先：自宅


